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平成30年

第２回

定例会

６/７～11

独法化へ向け、
　　　定款を制定

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７

日
（
木
）
か
ら
11
日
（
月
）
ま
で
の
５

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

国
保
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
に

向
け
て
の
定
款
や
評
価
委
員
会
条
例
の

制
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議
・
委
員
会

で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
保
病
院
の
経
営
形
態
を

地
方
独
立
行
政
法
人
（
非
公

務
員
型
）
へ
移
行
す
る
た
め

の
第
１
段
階
と
し
て
、
法
人

設
立
に
必
要
な
「
定
款
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
人
は
病
院
経
営

の
指
針
と
な
る
中
期
目
標
を

定
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

策
定
や
変
更
、
役
員
報
酬
の

支
給
基
準
な
ど
に
意
見
を
い

た
だ
く
評
価
委
員
会
の
関
係

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

町
は
６
月
８
日
付
け
で
総

務
課
内
に
移
行
準
備
室
を
設

置
。
今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
ま
ち
づ
く
り
意
見

公
募
）
や
有
識
者
に
よ
る
評

価
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
参

考
に
中
期
目
標
を
作
成
し
、

議
会
に
関
係
条
例
と
あ
わ
せ

て
提
案
、
議
決
を
経
て
北
海

道
知
事
に
法
人
設
立
の
認
可

申
請
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

議
会
は
、「
独
法
化
」
が

病
院
経
営
を
改
善
す
る
た
め

の
最
善
策
と
な
る
の
か
、
今

後
も
十
分
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

独
法
化
に
向
け
た
町
が
示
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

６月

定
款
の
制
定

評
価
委
員
会
の

開
催
（
２
日
）

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施

（
１
日
～
20
日
）

８月

中
期
目
標
（
案
）
を

議
会
に
示
す
予
定

９月12月

法
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
予
定

31年４月

一
般
的
に
は
２
～
３
年

の
準
備
期
間
が
必
要
だ

が
、
移
行
手
続
き
の
進
捗
状

況
は
。

問答

財
政
収
支
計
画
を
含
め

た
中
期
目
標
を
北
斗
病

院
と
協
議
し
作
成
中
で
あ
り
、

中
期
計
画
も
あ
わ
せ
て
内
容

を
精
査
し
て
い
る
。
北
海
道

と
も
同
時
進
行
で
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

予
算
・
決
算
の
権
限
は

理
事
会
に
あ
る
が
、
運

問答 営
負
担
金
の
内
容
な
ど
議
会

は
関
与
で
き
る
の
か
。

予
算
等
は
町
と
法
人
で

精
査
し
理
事
会
で
決
定

※「中期計画」
　中期目標を達成するために法人が作成する計画。
　町長が認可し議会へ提案・議決後、公表される。

※

国保
病院

※
「
定
款
」
と
は

　
法
人
設
立
の
目
的
、
名
称
、

役
員
の
定
数
・
任
期
、
業
務

範
囲
な
ど
基
本
事
項
を
定
め

る
も
の
。
議
会
の
議
決
後
、

知
事
の
認
可
が
必
要
と
な
る
。

す
る
。
町
か
ら
支
出
す
る
運

営
負
担
金
は
議
会
に
提
案
す

る
た
め
、
そ
こ
で
審
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
民
説
明
会
の開

催

７月

（
５
日
～
17
日
の
期
間
・

コ
ミ
セ
ン
な
ど
７
会
場
）

※
「
中
期
目
標
」
と
は

　
３
～
５
年
間
に
法
人
が
達

成
す
べ
き
業
務
運
営
（
住
民

サ
ー
ビ
ス
、
財
務
内
容
等
）

の
目
標
を
定
め
る
も
の
。

中
期
目
標
、

　

関
係
条
例
の

提
案
予
定
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※会計名の後の丸数字は補正回数
（１万円未満切り捨て）

次のページは

「意見書・議案賛否・議員の出欠」
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ふ
る
さ
と
納
税
事
業

１
５
９
万
円

問答

一般会計 ③
75億7604万円 714万円

港湾管理特別会計 ①
1億900万円

※増減なし
財源内訳の補正

簡易水道事業特別会計 ①
6918万円 １万円

下水道事業特別会計 ①
4億466万円 216万円

国保事業勘定特別会計 ①
10億3889万円 3889万円

介護保険特別会計 ①
6億7248万円 38万円

介護サービス事業特別会計 ①
2億8019万円 1449万円

国保病院事業会計 ①
　収益的収入・支出

8億6490万円 63万円

水道事業会計 ①
　収益的収入

1億6592万円
　収益的支出

1億7939万円

2万円

６万円

平成30年度 補正予算の内訳

減

減

減

増

　

独
法
移
行
準
備
費
の
ほ
か

に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

（
８
８
４
０
万
円
）
導
入
の

予
算
な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
。

増

増

増

移
行
準
備
委
託
料
の
内

容
は
。

法
人
移
行
へ
の
各
種
事

務
手
続
き
、
中
期
目
標
・

中
期
計
画
の
作
成
支
援
な
ど

全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
業
務
と

な
っ
て
い
る
。

町
が
設
立
す
る
法
人
で

あ
る
の
に
、
不
動
産
鑑

定
評
価
が
必
要
な
の
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
に
か

か
る
印
刷
製
本
費
、
通
信
運

搬
費
、
広
告
料
を
増
額
し
ま

し
た
。

問答

増

増

予算審査特別委員会

一般会計ほか８会計の平成30年度補正予算案９件を、６月
７日に設置された予算審査特別委員会に付託。同委員会で
審査を行い、全補正予算を原案のとおり可決すべきと決定
しました。

委 員 長　浜頭　勝

副委員長　浜野　隆
６/７，11

行
政
報
告

行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

水
産
加
工
排
水
処
理

公
社
の
決
算
状
況

　

サ
ン
タ
メ
ー
ル
申
込
件
数

は
、
３
８
６
３
件
で
１
万
８

０
８
０
通
（
昨
年
比
２
５
８

通
増
）
を
発
送
。
事
業
収
益

は
25
万
８
７
５
３
円
（
昨
年

比
53
万
８
８
５
１
円
減
）
と

な
っ
た
。

北
方
圏
交
流
振
興
会
の

決
算
状
況

　

排
水
処
理
量
は
２
万
３
９

８
４
㎥
、
事
業
収
益
は
３
万

２
２
７
９
円
と
な
っ
た
。

その他決まったこと
◎事業実施に伴い、「辺地計画」、「過疎地域自立促
進市町村計画」を変更しました。

◎行政改革大綱に基づき、漁村環境改善総合センター
の運営委員会を廃止しました。

◎人事院規則の一部改正に伴い、夜間看護業務手当
を引き上げました。

国
保
病
院
独
法
移
行

　
　
　
　

関
連
予
算

移
行
準
備
委
託
料

３
７
８
万
円

不
動
産
鑑
定
評
価
委
託
料

１
３
８
万
円

病
院
評
価
委
員
報
酬
等

１
０
１
万
円

病
院
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

１
３
４
万
円

出
資
す
る
財
産
は
、
地

方
公
共
団
体
が
評
価
し

寄
附
金
に
占
め
る
コ
ス

ト
の
割
合
が
大
き
い
の

で
は
な
い
か
。

問答

広
告
宣
伝
費
は
寄
附
金

の
５
％
以
内
と
す
る
な

申 込 件 数 発 送 通 数 前 年 度 比

平成25年度 　　6116件  1万7507通 　　 7.2％

平成26年度 　　7255件  2万2345通 　　 27.6％

平成27年度 　　6207件  1万8483通 　△17.3％

平成28年度 　　4640件  1万7822通 　 △3.6％

平成29年度 　　3863件  1万8080通 　　 1.4％

た
価
額
と
し
、
学
識
経
験
者

に
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

サンタメール発送数　３年ぶりに増加

平成30年度は

イラストを公募

しているよ！

ど
、
コ
ス
ト
を
意
識
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

　

最
小
限
の
費
用
を
も
っ
て

最
大
の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
く
。
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実態にあった法整備を

学校現場の働き方改革

～意見書４件を可決し、国等へ提出

※内容は要約しています。

教
職
員
の
長
時
間
労
働
解

消
に
向
け
、「
公
立
の
義

務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
給
特
法
）」

の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書

より充実した学校教育のために

２
０
１
９
年
度
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

②

ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検
に
よ
る
利

用
制
限
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料

化
に
反
対
す
る
意
見
書

北
海
道
主
要
農
作
物
種
子
条

例
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

④

提
出
者　
　

北
藤
利
通
議
員

　

厚
生
労
働
省
が
過
労
死
労

災
認
定
の
目
安
と
し
て
い
る

月
80
時
間
超
の
残
業
に
相
当

す
る
教
職
員
が
、
小
学
校

33
・
５
％
、
中
学
校
57
・
６
％

に
達
し
て
い
る
。

　

教
職
員
の
長
時
間
労
働
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
大
き

な
要
因
に
は
、
時
間
外
労
働

が
常
態
化
し
て
い
る

学
校
現
場
の
実
態
と

著
し
く
乖
離
し
て
い

る
給
特
法
の
存
在
が

あ
る
。

　

学
校
現
場
の
働
き

方
改
革
は
、
法
と
実

態
が
乖
離
し
て
い
る

現
状
の
改
善
な
く
て

は
成
し
得
な
い
。

　

よ
っ
て
、
教
職
員

の
長
時
間
労
働
解
消

に
向
け
、
給
特
法
の

廃
止
を
含
め
た
見
直

し
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
。

提
出
者　
　

志
村
國
昭
議
員

　

地
方
自
治
体
は
、
人
口
減

少
対
策
な
ど
新
た
な
政
策
課

題
に
直
面
し
て
い
る
が
、
社

会
保
障
費
の
圧
縮
や
地
方
財

政
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
歳

出
削
減
に
向
け
た
議
論
が
加

速
し
て
お
り
、
客
観
・
中
立

で
あ
る
べ
き
地
方
交
付
税
制

度
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね

な
い
。

　

ま
た
、
自
治
体
基
金
は
税

収
減
や
地
域
の
政
策
課
題
に

対
応
す
る
目
的
で
積
み
立
て

て
お
り
、
地
方
財
政
計
画
に

反
映
さ
せ
て
地
方
交
付
税
を

削
減
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

財
政
健
全
化
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
歳
出
削
減
が
行

わ
れ
た
結
果
と
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
が
抑
制
・
削
減
さ
れ
れ

ば
、
住
民
生
活
と
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
２
０
１
９
年
度

の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の

検
討
に
あ
た
り
、
地
方
一
般

財
源
総
額
・
社
会
保
障
予
算

の
確
保
、
防
災
・
減
災
事
業

の
拡
充
な
ど
を
求
め
る
。

提
出
者　
　

旗
手
恵
子
議
員

　

平
成
26
年
に
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

が
作
成
す
る
介
護
支
援
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
有
料
化

な
ど
が
提
案
さ
れ
た
が
、
世

論
の
反
対
等
を
受
け
て
実
施

が
見
送
ら
れ
て
き
た
。

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
は
、

訪
問
介
護
の
生
活
援
助
を
１

日
１
回
以
上
利
用
す
る
場
合
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
市
町
村

へ
の
届
け
出
を
義
務
付
け
、

保
険
者
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検

を
行
わ
せ
る
方
針
で
あ
る
。

　

高
齢
者
と
そ
の
身
近
な
専

門
家
と
し
て
接
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
当
事
者
や

多
く
の
介
護
事
業
所
が
反
対

し
て
い
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
点
検

に
よ
る
利
用
制
限
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
有
料
化
を
実
施
し
な
い

よ
う
求
め
る
。

提
出
者　
　

浜
野　

隆
議
員

　

わ
が
国
の
食
と
農
を
支
え

て
き
た
「
主
要
農
作
物
種
子

法
（
種
子
法
）」
が
今
年
４

月
１
日
に
廃
止
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
種
子
法
に
基
づ

き
、
稲
・
麦
・
大
豆
な
ど
主

要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
・

普
及
の
た
め
の
施
策
が
実
施

さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
種
子

価
格
の
高
騰
、
地
域
条
件
等

に
適
合
し
た
品
種
生
産
な
ど

の
衰
退
が
心
配
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
長
期
的
に
は
世
界

の
種
子
市
場
を
独
占
す
る
遺

伝
子
組
み
換
え
企
業
が
日
本

市
場
を
支
配
し
て
い
く
懸
念

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
北
海
道

の
優
良
な
種
子
が
安
定
的
に

生
産
・
供
給
さ
れ
、
生
産
者

が
安
心
し
て
営
農
に
取
り
組

み
、
高
品
質
な
道
産
農
作
物

が
消
費
者
へ
提
供
で
き
る
よ

う
、
北
海
道
独
自
の
主
要
農

作
物
の
種
子
に
関
す
る
条
例

を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と
な

ど
を
強
く
要
望
す
る
。

主要農作物の一つである小麦

優
れ
た
道
産
種
子
を
守
っ
て
！

提出先
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務

大臣～①②③、財務大臣・内閣府特命担当大臣（地

方創生、規制改革担当）～①②、文部科学大臣

～①、経済産業大臣・内閣官房長官・内閣府特

命担当大臣（経済財政政策担当）～②、厚生労

働大臣～③、北海道知事～④
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平成30年 第２回定例会 議案審議結果

●第２回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

４／16 国保病院のあり方に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５／７ 国保病院のあり方に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

５／８ 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ × － × － － －

５／16 第２回総務常任委員会（正副委員長互選） ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － －

５／16 第２回産業常任委員会（正副委員長互選） － ○ － － － ○ － － ○ ○ ○ ○ －

５／16 第５回議会運営委員会（正副委員長互選） － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○ －

５／16 第３回議会広報特別委員会 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○

５／28 国保病院のあり方に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／４ 第６回議会運営委員会 － － × ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○

６／７ 予算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６／７ 議員定数等に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／11 予算審査特別委員会（補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６／11 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。
※予算審査特別委員会は議長を除く議員で構成されています。

※各常任委員会・議会運営委員会は５月16日から委員が変更となっています。

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

４／16 第３回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５／７ 議員研修会（地方独立行政法人制度（非公務員型）） ○ ○ 遅 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

５／22 議会報告会（豊似・２班） － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ ○

５／22 議会報告会（音調津・１班） ○ － － － ○ ○ × － － ○ ○ ○ ○

５／28 議会報告会（コミセン・全議員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／７ 第４回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員の会議等出欠状況をお知らせします
（平成30年３月定例会終了後～平成30年６月定例会まで）

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤　

利
通

前
崎　
　

茂

志
村　

國
昭

山
谷　

照
夫

星
加　

廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ　

英
勝

小お

田だ　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎開催日 開催会議名・主な内容

５／16 第２回臨時会（条例改正、補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／７ 第２回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／８ 第２回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／11 第２回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４
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地
方
公
務
員
法
及

び
地
方
自
治
法
の

改
正
に
よ
り
、
臨
時
職
員
等

は
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

と
位
置
付
け
ら
れ
、
期
末
手

当
の
支
給
な
ど
「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
」
が
推
進
さ
れ
る
。

　

常
勤
的
な
職
務
に
就
く
臨

時
職
員
は
「
正
職
員
に
す
べ

き
」
と
繰
り
返
し
申
し
上
げ

て
き
た
が
、「
困
難
」
と
の

答
弁
に
終
始
さ
れ
て
い
る
。

　

医
療
・
福
祉
職
の
相
次
ぐ

退
職
、
転
職
で
人
手
不
足
が

生
じ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

る
と
人
材
確
保
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
あ
る
。

　

臨
時
職
員
の
意
見
、
要
望

を
聞
き
取
る
な
ど
、
労
使
が

理
解
を
深
め
、
２
年
後
の
法

施
行
を
待
た
ず
、
早
期
に
待

遇
改
善
を
実
施
す
べ
き
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長など執行機関の考え方について
報告を求めたり、疑問をただすことです。

広尾町議会では１回目は一括質問方式、2回目以降は
一問一答方式となっています。

※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

６月定例会では、
５人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

施
設
職
員
の

　
　

早
期
改
善
を
検
討

臨
時
職
員
の

　
　

早
期
待
遇
改
善
を

志
し

村
む ら

國昭 議員

町
長村

瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧
志村國昭議員 臨時職員の早期待遇改善を Ｐ６

北藤利通議員 災害に備え楽古川上流に橋を
Ｐ７

旗手恵子議員 求む！高齢者・社会的弱者の国保税負担軽減

質
問

　

現
在
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
に
向
け
、
情
報

収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施

設
職
員
に
つ
い
て
は
、
直
接

副
町
長
が
聞
き
取
り
を
行
う

な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
臨
時
職
員
の

待
遇
に
つ
い
て
は
、

期
末
手
当
に
相
当
す

る
割
増
賃
金
の
支
給

や
有
給
・
忌
引
休
暇

の
拡
充
な
ど
改
善
を

図
っ
て
き
た
が
、
介

護
・
看
護
職
員
に
お

い
て
は
退
職
等
に
よ

る
人
材
不
足
が
生
じ

て
い
る
。

　

施
設
職
員
の
人
材

確
保
は
急
務
で
あ
り
、

今
年
10
月
か
ら
賃
金

を
日
額
制
か
ら
月
額

人材確保には働きやすい環境整備が必要

前崎　茂議員
教職員の時間外勤務の改善を

Ｐ８
町立病院の独法化　収支改善の見込みは

小
お

田
だ

雅二議員
商品券の未使用をゼロに

Ｐ９
どう向き合う？子どもの貧困へ

制
に
改
正
し
、
毎
年
昇
給
と

す
る
な
ど
、
待
遇
改
善
を
前

倒
し
し
て
実
施
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
さ
ら
な
る
情
報
収
集

に
努
め
、
本
町
に
合
っ
た
制

度
内
容
と
し
た
い
。
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本
町
の
重
要
な
官

庁
機
関
は
、
広
尾

市
街
地
に
集
中
し
て
い
る
。

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
大
地
震
に
よ
る
大
津
波

（
29
・
４
ｍ
）が
予
測
さ
れ
て

い
る
が
、
楽
古
川
に
は
橋
梁

が
１
か
所
し
か
な
く
、
海
抜

13
ｍ
と
大
津
波
に
よ
る
崩
落

の
危
険
性
が
あ
る
。

　

重
要
港
湾
と
な
っ
て
い
る

十
勝
港
が
あ
る
中
で
、
何
も

対
策
を
講
じ
て
い
な
い
現
状

に
、
住
民
は
驚
き
と
不
安
を

感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

年
々
人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
本
町
で
生
活
す
る
こ
と

に
幸
せ
を
感
じ
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

災
害
に
備
え
る
橋
の
建
設
が

必
要
で
は
な
い
か
。

帯
広
・
広
尾
自
動
車
道
の

要
請
と
あ
わ
せ
て
取
り
組
む

災
害
に
備
え

楽
古
川
上
流
に
橋
を

北
き た

藤
ふ じ

利通 議員

町
長村

瀨
町
長

答
弁

　

津
波
に
よ
り
楽
古
橋
が
崩

落
す
る
可
能
性
は
高
く
、
災

害
時
の
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
、

救
急
搬
送
の
確
保
に
大
き
な

影
響
が
出
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　

現
在
、
早
期
全
線
開

通
に
向
け
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
高
規
格
幹

線
道
路
帯
広
・
広
尾
自

動
車
道
は
、「
減
災
・

防
災
」、「
産
業
振
興
」、

「
医
療
」、「
観
光
」
の

４
つ
を
目
的
と
し
て
お

り
、
災
害
対
策
の
橋
の

建
設
を
含
め
て
、
期
成

会
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
要
請
活
動

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

豊
似
か
ら
広
尾
市
街

地
ま
で
の
区
間
が
事
業

採
択
さ
れ
た
際
に
は
、

今後30年以内に北海道東方沖で

超巨大地震発生の確率が最大40％と予測

質
問

大
津
波
に
も
対
応
で
き
る
楽

古
川
上
流
に
橋
が
建
設
さ
れ

る
ル
ー
ト
と
な
る
よ
う
要
望

し
て
い
き
た
い
。

質
問

国
保
制
度
開
始
当

初
は
、
加
入
世
帯

の
７
割
が
農
林
水
産
業
と
自

営
業
だ
っ
た
が
、
現
在
は
無

職
と
非
正
規
労
働
者
が
８
割

近
く
を
占
め
て
お
り
、
平
均

所
得
も
２
７
０
万
円
で
あ
っ

た
の
が
１
３
８
万
円
と
落
ち

込
ん
で
い
る
。
高
齢
者
と
社

会
的
弱
者
の
保
険
料
負
担
が

被
用
者
保
険
よ
り
高
く
、
こ

れ
こ
そ
が
国
保
の
構
造
問
題

で
あ
る
。

　

今
年
４
月
か
ら
の
国
保
都

道
府
県
化
の
狙
い
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
解
消
と

療
養
給
付
費
の
抑
制
に
あ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
は
住
民
負

担
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。

　

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
を

求
め
、
町
独
自
の
負
担
減
免

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
現
役

世
代
の
負
担
増
、
年
齢
構
成

が
高
く
医
療
費
水
準
が
高
い

な
ど
の
構
造
問
題
等
を
解
決

す
る
た
め
、
都
道
府
県
化
が

開
始
さ
れ
た
。

　

本
町
で
は
、
長
年
一
般
会

計
か
ら
の
赤
字
繰
り
入
れ
に

求む！高齢者・社会的弱者の
　　　　　　　　国保税負担軽減

町独自では難しいため、引き続き国に要望する町長
旗
は た

手
て

恵子 議員

よ
っ
て
被
保
険
者
の
負
担
を

抑
え
て
き
た
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
今
年
度
よ
り
行

政
改
革
に
取
り
組
み
、
国
保

会
計
に
つ
い
て
は
所
得
の
低

い
世
帯
に
配
慮
し
な
が
ら
、

５
年
間
で
赤
字
繰
り
入
れ
を

解
消
し
て
い
く
計
画
と
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
独
自
の
負

担
軽
減
策
は
困
難
で
あ
り
、

国
庫
負
担
の
財
源
確
保
・
拡

充
が
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
引
き

続
き
国
に
対
し
強
く
要
望
し

て
い
く
。 世帯主の

職 業

農 林

水産業

その他

自営業
被用者

その他

職 業
無　職

被保険者中、

65～74歳の

割 合

平成20年 3.4 17.3 33.7 6.0 39.6 28.8

平成28年 2.3 15.0 34.0 4.8 43.9 38.2

年金生活者などの「無職」が約44％

※国民健康保険実態調査（厚生労働省）より

（単位：％）
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昨
年
12
月
に
ス
ポ

ー
ツ
庁
は
教
職
員

の
働
き
方
改
革
と
し
て
「
運

動
部
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
示
し
、
部
活
動
の
休
養
日

を
週
に
平
日
１
日
、
土
日
は

１
日
以
上
、
１
日
の
活
動
時

間
は
平
日
２
時
間
、
土
日
は

３
時
間
と
し
た
が
、
北
海
道

の
プ
ラ
ン
は
国
の
基
準
を
超

え
て
い
る
。
ま
た
、
週
60
時

間
を
超
え
る
教
職
員
を
縮
減

す
る
と
し
て
い
る
が
、
プ
ラ

ン
通
り
の
部
活
動
を
行
え
ば

過
労
死
ラ
イ
ン
（
月
80
時
間
）

を
超
え
る
。

　

本
町
の
小
中
学
校
教
職
員

の
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
。

タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
で
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
部
活

動
の
休
養
日
の
設
定
は
。

　

教
職
員
数
を
増
や
さ
な
け

れ
ば
、
抜
本
的
な
解
決
に
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

定
数
改
善
な
ど

引
き
続
き
国
に
要
望
す
る

教
職
員
の

時
間
外
勤
務
の
改
善
を

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

笹
原
教
育
長

答
弁

質
問

　

国
の
プ
ラ
ン
で
は
活
動
な

ど
に
支
障
が
出
る
。
北
海
道

と
し
て
も
、
今
後
の
国
の
動

向
、
学
校
の
取
り
組
み
状
況

等
に
よ
っ
て
見
直
し
を
図
っ

て
い
く
こ
と
か
ら
、
本
町
と

し
て
は
北
海
道
の
プ
ラ
ン
を

参
考
に
推
進
プ
ラ
ン
を
作
成

し
た
い
。

　

現
在
、
時
間
外
勤
務
の
実

態
を
数
値
で
は
把
握
し
て
い

な
い
。
今
後
、
パ
ソ
コ
ン
ソ

フ
ト
の
活
用
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
部
活
動
の
休
養

日
は
平
日
週
１
日
以
上
、
土

日
・
祝
日
は
月
１
日
以
上
に

設
定
し
て
い
る
。

　

毎
年
、
教
職
員
の
定
数
改

善
を
国
に
要
望
し
て
い
る
が
、

児
童
生
徒
や
教
職
員
、
地
域

な
ど
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い

学
校
環
境
と
な
る
よ
う
、
今

区　分

平　　日 土　　日

平成
18 年度

平成
28 年度

増　減
平成

18 年度
平成

28 年度
増　減

小学校 11:10 11:45 ０:35 １:45 ２:15 ０:30

中学校 11:23 11:52 ０:29 ３:12 ４:33 １:21

後
も
文
教
施
策
の
一
つ
と
し

て
要
望
し
て
い
く
。

村
瀨
町
長

答
弁

の
答
申
を
受
け
、
町
立
病
院

の
経
営
形
態
を
「
地
方
独
立

行
政
法
人
」
に
移
行
す
る
方

針
が
４
月
に
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
５
月
に
開
催
し

た
議
会
報
告
会
で
は
、「
内

容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」、「
進

め
方
が
拙
速
で
は
な
い
か
」、

「
住
民
に
事
前
に
説
明
す
べ
き
」

な
ど
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

独
法
化
に
よ
っ
て
医
業
収

支
比
率
・
入
院
病
床
利
用
率

な
ど
、
財
政
収
支
計
画
等
で

の
目
標
数
値
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。
運
営
負
担
金
に

か
か
る
繰
出
金
の
見
込
額
は
。

　

ま
た
、
職
員
の
給
与
を
保

障
す
る
と
あ
る
が
、
医
療
職

給
料
表
を
準
じ
て
適
用
す
る

の
か
。

　

来
年
度
以
降
、
北
斗
病
院

の
協
力
の
も
と
、
医
師
の
確

保
、
安
定
し
た
医
療
の
提
供

や
効
率
的
な
病
床
管
理
に
よ
っ

て
収
益
確
保
を
図
り
、
医
薬

品
等
の
購
入
方
法
の
見
直
し

な
ど
、
運
営
に
か
か
る
あ
ら

町立病院の独法化　収支改善の見込みは

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

ゆ
る
支
出
の
節
減
に
努
め
、

経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
で
あ
る
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
移
行

後
の
病
院
運
営
に
関
し
、
北

斗
病
院
と
診
療
体
制
や
病
床

の
再
編
な
ど
協
議
を
進
め
な

が
ら
中
期
目
標
を
定
め
て
い

く
が
、
そ
の
段
階
で
具
体
的

な
収
支
見
込
み
を
示
せ
る
状

況
と
な
る
た
め
、
現
時
点
で

は
財
政
収
支
計
画
等
の
数
値

目
標
な
ど
は
示
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

　

職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、

職
務
に
応
じ
た
給
料
表
を
適

用
し
、
移
行
前
の
給
与
を
保

障
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問

有
識
者
に
よ
る
あ

り
方
検
討
委
員
会

町民のニーズに応える病院経営を

現段階では、具体的な収支見込みは示せない町長

教
育
長

１日当たりの勤務時間（持ち帰り業務含む）
単位　時間：分

※正規の勤務時間は、平成18年度８時間、平成28年度７時間45分
平成28年度教員勤務実態調査（文部科学省調べ・速報値）より
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村
瀨
町
長

答
弁

本
町
で
は
、
敬
老

祝
金
を
は
じ
め
数

種
類
の
商
品
券
を
発
行
・
配

布
し
て
い
る
が
、
し
ま
い
忘

れ
や
紛
失
な
ど
で
未
使
用
と

な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
少
な

く
な
い
。

　

未
使
用
者
へ
は
個
別
に
電

話
連
絡
す
る
な
ど
、
使
用
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
対
応

し
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

く
こ
と
を
考
え
る
と
、
喚
起

文
書
の
送
付
や
繰
り
返
し
の

電
話
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
対

応
策
等
も
模
索
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

質
問

　

本
町
が
行
う
商
品
券
等
の

交
付
事
業
は
左
記
の
表
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
約
１
割
が

未
使
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

商
品
券
の
交
付
事
業
は
、

商
店
街
で
使
用
し
て
も
ら
い
、

町
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る

目
的
も
あ
る
。

　

現
在
は
防
災
無
線
等
を
活

用
し
利
用
促
進
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
商
品
券

の
交
付
者
全
員
を
台
帳
管
理

し
、
個
別
に
使
用
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
対
応
す
る
な
ど

検
討
し
て
い
る
。

　

使
用
率
１
０
０
％
を
目
指

し
、
今
後
も
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
お

田
だ

雅二 議員

村
瀨
町
長

答
弁

化
が
進
み
、
格
差
社
会
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本

に
お
い
て
も
20
年
以
上
続
く

経
済
不
況
、
非
正
規
雇
用
や

母
子
家
庭
の
増
加
等
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
格
差
を
拡
大
さ

せ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
３
位
の
日

本
だ
が
、
貧
困
率
は
先
進
国

30
か
国
中
第
４
位
で
あ
り
、

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
的
に

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、「
子
ど

も
食
堂
」
が
全
国
に
急
速
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

子
ど
も
に
夢
を
与
え
る
サ

ン
タ
ラ
ン
ド
の
ま
ち
で
あ
る

本
町
と
し
て
、
子
ど
も
の
貧

困
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く

の
か
。

　

現
在
、
子
ど
も
の
貧
困
調

査
で
実
態
を
把
握
し
、
本
町

の
教
育
・
福
祉
・
労
働
等
の

施
策
に
お
け
る
課
題
を
確
認

す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
食
堂
は
、
貧
困
対

商品券の未使用を０
ゼロ

に

創意工夫しながら取り組んでいく町長

策
だ
け
で
な
く
、

ひ
と
り
で
食
事
を

す
る
子
ど
も
の
た

め
や
子
ど
も
達
の

居
場
所
・
仲
間
づ

く
り
な
ど
の
目
的

が
あ
り
、
そ
の
多

く
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を

質
問

世
界
的
に
富
裕
層

と
貧
困
層
の
両
極

ど
う
向
き
合
う
？

　
　
　

子
ど
も
の
貧
困
へ

小
お

田
だ

雅二 議員

福祉灯油助成事業

冬期間の暖房用燃料確保が困難な世帯に灯油100
リットル（生活保護世帯は60リットル）を限度
に現物助成し、灯油以外を利用する場合は上記
相当額の商品券を助成する

福祉・介護予防
ボランティアポイント制度

福祉・介護予防に関わるボランティア活動に対
するポイントを付与し、10ポイント1000円で年
間50ポイントを上限に地域振興券と交換する

敬老祝金贈呈事業

節目を迎えられる高齢の町民に対し、敬老祝金
として商品券を贈呈する
◇喜寿１万円・米寿３万円・長寿10万円
　　　　　　　　　　　　　（５万円は現金支給）

開
所
し
て
い
る
が
、
今
後
、

全
国
の
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

の
ま
ち
と
し
て
何
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
ま
ち
と
し
て

　
　
　

何
が
で
き
る
か
検
討
す
る

町
長

広尾町の主な商品券等交付事業

北海道には子ども食堂が81か所（札幌市を除く）

～開設目的「地域とのつながりづくり」が８割超

≪開設目的≫　　複数選択

地域とのつながり	 84.2％

貧困支援	 69.7％

子育て支援	 64.5％

孤食防止	 64.5％

※子どもの居場所に関する実態調査（北海道）より

北海道 81か所

十勝
３か所
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一般会計 ①、②
75億6890万円

690万円 増

第
２
回

臨
時
会
５/16

地
方
税
法
は
上
限
を
規

定
し
た
も
の
で
あ
り
、

町
独
自
で
賦
課
限
度
額
を
下

げ
て
は
ど
う
か
。

国
の
基
準
ど
お
り
限
度

額
を
引
き
上
げ
た
い
。

問答

討
　
論

前
崎　

茂
議
員

反
対

国
保
税
の
負
担
を
軽
く

す
る
努
力
が
必
要
で
は
。

問

平
成
12
年
度
か
ら
税
率

を
引
き
上
げ
ず
、
被
保

答険
者
負
担
を
抑
え
て
き
た
が
、

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら

引
き
上
げ
た
い
。

　

保
険
税
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
や
所
得
が
低
い
世
帯

へ
の
保
険
税
軽
減
制
度
の
基

準
額
を
拡
大
し
ま
す
。

（
４
月
１
日
か
ら
適
用
）

　

道
内
市
町
村
の
約
２
割
が

限
度
額
を
国
の
基
準
よ
り
低

く
抑
え
て
い
る
。
国
が
財
政

支
援
を
せ
ず
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
だ
け
で
は
、
国
保
財

政
の
窮
迫
は
解
決
で
き
な
い

と
考
え
、
本
案
に
反
対
す
る
。

国
保
税
の
改
正

４
月
１
日
付
人
事
異
動

税
条
例
、都
市
計
画

税
条
例
の
改
正

火
災
の
発
生

負
傷
事
故
の
発
生

工
事
等
請
負
契
約
の
締
結

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

必
要
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
主
な
改
正
点
】

①
町
民
税
の
非
課
税
範
囲
を

引
き
上
げ

　

非
課
税
対
象
者
の
所
得
割

に
つ
い
て
、
前
年
合
計
所
得

金
額
を
１
２
５
万
円
か
ら

１
３
５
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

②
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の

負
担
調
整
措
置

　

平
成
32
年
度
ま
で
現
行
の

負
担
調
整
措
置
を
延
長
。

①
ひ
ろ
お
保
育
園
増
築
（
園

舎
）
工
事

契
約
額

－

４
４
６
０
万
４
０

０
０
円

契
約
の
相
手
方

－

ア
カ
イ

シ
建
設(

株)

（
並
木
通
東
２
）

②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
配
管
改

修
工
事

契
約
額

－

４
４
１
３
万
９
６

０
０
円

契
約
の
相
手
方

－

（
有
）
田

中
建
設
（
丸
山
通
北
７
）

③
人
工
造
林
（
特
殊
地じ

ご
し
ら
え

拵
）

事
業
そ
の
２

契
約
額

－

４
０
２
８
万
４
０

０
０
円

契
約
の
相
手
方

－

広
尾
町

森
林
組
合
（
西
２
条
６
）

　

発
令
件
数
１
０
０
件
の
う

ち
、
昇
格
13
人
（
課
長
職
４

人
、
課
長
補
佐
職
４
人
、
係

長
職
５
人
）、
新
規
採
用
職

員
５
人
、
再
任
用
職
員
１
人
、

職
員
数
１
９
４
人
。

　
平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会

が
５
月
16
日
（
水
）
に
開
か

れ
、
専
決
処
分
の
承
認
、
条

例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の

議
案
８
件
を
審
議
。
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

保険税賦課限度額の引き上げ

基礎課税額
後期高齢者

支 援 金 分
介護納付金分

29年度 54万円 19万円 16万円

30年度 58万円 19万円 16万円

※国の改正と同様に広尾町も改正しました。

低所得世帯への保険税軽減を拡大

５割軽減の基準額 ２割軽減の基準額

29年度まで 33万円＋27万円　　×被保険者数 33万円＋49万円×被保険者数

30年度以降 33万円＋27万5000円×被保険者数 33万円＋50万円×被保険者数

※今回の改正では、5割・2割軽減の基準額が拡大となりました。

平成30年 第２回臨時会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議
決
結
果

浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

こ
だ

お
だ

旗
手

浜
頭

堀
田

国保税条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
可決

（9-3）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

賛成：○　反対：×　欠：欠席

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

平成29年度　補正予算の内訳

平成30年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数

（１万円未満切り捨て）

一般会計 ⑭
73億4364万円 1993万円

介護保険特別会計 ⑥
6億8111万円

※増減なし
財源内訳の補正

増

心
を
引
く
方
法
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
。

《採決結果》

【賛成】９
【反対】３可

決

行 

政 

報 

告

　

４
月
30
日
に
豊
似
地
区
の

ト
ヨ
イ
ベ
ツ
原
野
か
ら
野
火

火
災
が
発
生
。

　

４
月
28
日
、
鉄
道
記
念
館

敷
地
内
の
屋
外
展
示
物
「
転

て
つ
機
」
の
レ
バ
ー
が
倒
れ
、

観
光
に
訪
れ
て
い
た
児
童
が

全
治
２
週
間
の
ケ
ガ
を
負
っ
た
。

　

事
故
発
生
後
、
各
公
共
施

設
の
安
全
点
検
を
行
っ
た
。

今臨時会で任期満了に伴い、各常任委員会、議会運営委員会の
委員を選任しました。
委員会構成については、６月１日発行の議会だより第186号の
21ページに掲載しています。
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　次回　

定例会は

９月上旬

開会予定
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次のページは「議会報告会」

 モニターからの 

 意 見 を 
議会運営に反映

～議会モニター会議
を開催～

７/23

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
４
人
、
議

員
７
人
が
出
席
し
て
、
議
会
・

議
員
活
動
や
議
会
運
営
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
モ
ニ
タ
ー

は
６
人
（
酒
井
敏
夫
さ
ん
、

下
森
孝
俊
さ
ん
、
石
原
由
紀

江
さ
ん
、
會
川
英
二
さ
ん
、

大
庭
ひ
と
み
さ
ん
、
菊
地
亜

希
さ
ん
）
で
、
任
期
は
平
成

31
年
５
月
ま
で
（
２
年
間
）

で
す
。

※
意
見
は
抜
粋
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

を
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

酒井

な
ぜ
平
成
28
年
改
選
期

後
に
こ
の
条
例
の
研
修

議
会
基
本
条
例
の

検
証
・
評
価

具
体
的
な
取
り
組
み
を
開
始

し
て
お
ら
ず
、
改
選
期
直
後

は
研
修
を
行
う
体
制
に
な

か
っ
た
た
め
。

下森

平
成
27
年
に
条
例
を
制

定
し
た
が
、
実
際
に
は

４
回
）
が
多
す
ぎ
る
」
と
の

評
価
に
な
っ
て
い
る
が
、
議

会
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は

も
っ
と
た
く
さ
ん
開
催
す
べ

き
で
は
。

「
懇
談
会
の
目
標
回
数

（
３
班
体
制
・
１
班
年

議会

議

会

の

傍

聴

そ

の

他

平
成
29
年
は
各
班
１
回
の
開

催
で
あ
っ
た
。
ほ
か
の
団
体

を
探
す
な
ど
、
努
力
が
足
り

な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

懇
談
す
る
団
体
と
の
調

整
が
う
ま
く
い
か
ず
、

議会も
少
な
い
の
は
、
町
民
の
関

心
が
低
い
と
い
う
表
れ
。
関

酒井

傍
聴
者
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
の
視
聴
者

議
場
は
独
特
の
緊
張
感

が
あ
る
。
役
場
職
員
や

下森 心
を
引
く
方
法
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
。

職
員
（
説
明
員
）
は
ど

う
し
て
も
多
く
な
る
た

議
員
の
視
線
も
気
に
な
る
。

議会

い
つ
も
同
じ
人
が
一
般

質
問
を
行
っ
て
い
る
。

大庭 め
、
議
員
で
も
最
初
は
緊
張

す
る
。
最
近
は
、
町
内
会
女

性
部
な
ど
の
団
体
で
傍
聴
に

来
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、

気
軽
に
傍
聴
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
く
。

一
般
質
問
は
町
民
の
意

見
を
議
会
で
発
言
す
る

ほ
か
の
議
員
の
考
え
が
聞
き

た
い
。

議会

今
は
ネ
ッ
ト
で
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
調
べ
ら
れ

石原 大
事
な
機
会
で
あ
り
、
重
要

な
議
員
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。

今
後
、
議
員
間
で
話
題
に
さ

せ
て
も
ら
う
。

議会はどなたでも傍聴できます

役
場
の
３
階
に

お
越
し
く
だ
さ
い

「
傍
聴
人
入
口
」
で

住
所
・
氏
名
を
記
入

傍
聴
席
へ
ど
う
ぞ
！

席
は
自
由
で
す

※団体で傍聴を希望する方は、議会事務局にご連絡ください。

（℡2－0181）

　６丁目町内会女性部（山岸千栄子部長）16人が、６月

定例会初日に行われた国保病院の独法化に向けた定款の

制定などの議案審議を傍聴に訪れました。国保病院や町

政への関心の高さを伺うことができました。

６／７ ６丁目町内会女性部が議会を傍聴

町議会を見に来ませんか

る
た
め
、
議
会
図
書
の
購
入

な
ど
、
予
算
を
削
減
で
き
る

と
こ
ろ
は
し
て
ほ
し
い
。

仕事の合間に 団体などでご友人と

手
続
き
は
簡
単
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●意見交換は、テーブルを囲んで顔が近く話しやす

かった。

●もう少し時間をかけて話を聞きたかった。

●開催日時をもう少し考えてみてはどうか。

●町の財政状況がよくわかり、大変良かったと思う。

●町長へのイエスマンの議員が多いのではないか。

町政への厳しい姿勢が必要だと思う。そのこと

が町民の信頼を得る道筋だと思う。

●今年の報告会のテーマとして「国保病院のあり

方」があり、町民の命と健康を守る、とても重

要な事柄である。議員個々がより多くの町民が

参加するような働きかけが必要だと思う。

●ますます町民に親しみやすい議会になってほし

い。もう少しソフトな雰囲気でも良いのでは。

●町政について考える良い機会だった。

●広尾市街地区の参加者を増やすためには、日曜

日の開催も考えてみては。

●町の財政状況を病院を例に親切に説明してくれ

たと思う。説明もはっきりとしていてわかりや

すかった。

会場アンケートでの意見

に
会
議

た

か

り

※開催日、会場、出席議員、参加人数については７月発行の「議会速報第39号」に掲載しています。

　議会・議員活動や議会での審議内容を町民の皆さんへお知ら

せする「議会報告会」を５月22日、28日の２日間、町内３会場

で開催し、74人に参加いただきました。

　今年は、主に「国保病院のあり方」や「議員定数・報酬」を

テーマに意見交換を行いました。

　ここでは、当日会場やアンケートでお寄せいただいた皆さん

の意見を抜粋してご紹介します。

よ

開

れ

今
年
度
も
議
会
報
告
会
を
開
催

５月28日のコミセン大ホールは全議員が出席

グループで意見交換（５月22日・音調津会場・担当１班）
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次のページは

「議会日誌・ぎかいトピックス」

参加者の内訳

参 加 者 数 74 人

アンケート

回 答 者 数
71 人

回 答 率 95.9％

70歳代以上

未回答

30～40歳代

50～60歳代

全体で意見交換（５月22日・豊似会場・担当２班）

性別 年齢

【国保病院のあり方】

●病院を存続するのが一番だと思う。どうすれば

安心した診療を提供できるのかなど、これまで

に医師や看護師などが改善策を議論したことは

あるのか。

●「町立病院がなくなるのか」「入院ベッドはな

くなるのか」と心配している。

●診療所化になっても病床数はある程度確保でき

るのでは。

●昔から「患者が集まらない」「医師が見つからない」

と大変だった。信頼が得策かなと思う。

●地元の病院にかかりたいが、看護師の対応など

で他の病院に行っている人もいる。経営のやり

方もあるが、改善していってほしい。

●看護師などの身分の確保を検討してほしい。

●町民の健康を守るためにも病院はなくしてはい

けない。

●一日も早く大きい病院と提携してほしい。

●独法化が良いものなら、どうして他町村の病院は

やらないのか。

●住民説明は決まった後では遅い。

●できるだけ良い医師の確保に力を入れてほしい。

【議員定数・報酬】

●人口によって議員定数を決めるのが妥当。他町村

と比較すべき。

●報酬を引き上げるのは、厳しい町の財政状況から

町民負担が増えるのでは。

●人口規模と他町村の状況から、現在の定数（13人）

が適正ではないか。

●一般質問をしていない議員がいる。定数の問題に

かかわってくるのでは。

●議員のなり手不足問題を議会はどう考えているのか。

●前回の選挙（平成28年）は無投票であった。選挙

はあった方が良いと思う。

【その他】

●公衆浴場の利用者が最近少なくなっている。入浴

料金の値上げで、家族で行くと高額になるため、

行けなくなった人が多いのではないか。

●コミュニティ・スクールのアンケートの内容（問

い）は広尾町の事情とかけ離れている。

当日会場で出た意見

（単位：人） （単位：人）
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【６月】
４日　第６回議会運営委員会
６日　畜魂慰霊祭
　　　十勝圏活性化推進期成会定期総会（帯広市）
７日　第２回広尾町議会定例会（～11日）
　　　第２回議員定数等に関する調査特別委員会
　　　第４回議員協議会
10日　オンガクな150年♪～和太鼓公演～
11日　議会広報編集会議
12日　北海道町村議会議長会定期総会（～13日・札幌市）
21日　十勝港まつり協賛会代表者並びに執行者会議
24日　衆議院議員 石川香織野遊会（帯広市）
28日　広尾町自衛隊協力会通常総会

【７月】
１日　広尾町消防団広尾分団団員家族パークゴルフ
　　　大会・懇親会
３日　北海道町村議会議長会による「全道議員研修会」
　　　（～４日・札幌市）
６日　広尾町殉公者追悼式
10日　広尾警察署音調津駐在所の早期改築に関する要請

活動（札幌市）
15日　社明道東剣道大会
18日　浦幌町議会活性化フォーラム（浦幌町）
20日　広尾町企業等誘致促進期成会総会
　　　広尾町地域開発推進協議会総会
22日　北海道議会議員 池本柳次後援会南十勝パーク
　　　ゴルフ交流会
23日　第１回議会モニター会議
24日　自民党北海道第11選挙区支部「地域政策懇談会」
　　　広尾高等学校存続対策協議会
26日　広尾地区暴力追放運動推進協議会定期総会
28日　ＪＡひろお創立70周年記念「広尾町農村運動会」

議会活動日誌
平成30年６月～８月

30日　クルーズ船「飛鳥Ⅱ」十勝港寄港に伴う歓迎セレ
モニー

【８月】
３日　ミサイル艇「わかたか」十勝港入港歓迎式
５日　北海道150年記念式典（４日～・札幌市）
６日　魚霊祭
７日　無縁仏供養祭
　　　特養、養護老人ホーム　合同夏祭り
９日　第３回総務常任委員会
　　　議会広報編集会議
　　　広尾高等学校存続対策町民総決起集会
14日　町民仮装盆踊り大会
16日　第４回議会広報特別委員会
21日　第３回産業常任委員会
22日　議会広報研修会（21日～・札幌市）
　　　北海道議会議員 喜多龍一政経セミナー（幕別町）
23日　十勝町村議会議長研修会（大樹町）
24日　さけます神社秋季祭典
　　　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）
30日　広尾高等学校の存続に係る北海道教育委員会への

要請活動（札幌市）

閉会中の所管事務調査
　各常任委員会と議会運営委員会は、平成30年

第３回定例会までの閉会中に、次の所管事務調

査を実施します。

◇総務常任委員会
①養護老人ホーム・特別養護老人ホームの現状について
②南十勝環境衛生センターの今後の展望について

◇産業常任委員会
①増養殖事業の取り組みと現状について

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

ぎかいトピックスぎかいトピックス

　北海道町村議会議長会による「全道議員研修会」が札

幌市で開かれ、議員10人が参加しました。

　この研修会は毎年７月上旬に開催されており、今後の

議員活動に役立てることを目的に毎年参加しています。

　研修会では２人の講師による講演が行われました。

　講師とテーマは次のとおりです。

７／３ 全道町村議員が一堂に会し研修

　広尾町議会議員会（渡辺富久馬会長）では、毎年お盆

に開かれる「町民仮装盆踊り大会」に参加しています。

　今年も議員10人が揃いの浴衣に身を包み、広尾の夏を

彩るイベントを一緒に盛り上げました。

８／14 揃いの浴衣で盆踊り

◇歴史家・作家
　加来耕三氏
　「明治維新から150年、
　 現在そして未来を考える」

　　◇日本大学法学部教授
　　　岩井奉信氏
　　　「現代日本政治と政局の
　　　 ゆくえ」

←

→


